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１
月
28
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
が
開
か

れ
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
が
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
認
定
見
送
り
後
、
一
体
的
な
運
営

体
制
を
進
め
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
養
成
や
小
中
高
校

生
向
け
の
防
災
教
育
、
環
境
保
全
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
に
２
度
目
の
加
盟
申
請
を
行

い
、
５
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
10
月
31
日
か
ら
３
日
間
の
現
地
調
査
を
受
け

ま
し
た
。

　

認
定
審
査
で
は
、
自
然
や
火
山
か
ら
の
恵
み
を

大
切
に
し
、
そ
れ
ら
を
私
た
ち
の
生
活
の
営
み
に

活
用
し
て
い
る
こ
と
や
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
定
は
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
し
て
、
火
山
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

誕
生

　
　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
が
掲
げ
る
目
標

▼
い
つ
か
お
き
る
火
山
災
害
に
、
地
域
全
体
で
協

力
し
て
備
え
る

▼
火
山
と
自
然
に
つ
い
て
、
地
域
み
ん
な
で
学
ぶ

▼
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
次

世
代
に
確
実
に
受
け
渡
す

▼
地
域
を
愛
す
る
人
材
を
育
成
す
る

▼
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
連
携
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
が

誕
生
し
ま
し
た



嵯城　幸子さん

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う

言
葉
が
つ
な
ぐ
未
来

　

「
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
ら
何
か
が
変
わ

る
の
か
？
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
通
し
て
、
世
界
中
の
皆

さ
ん
に
こ
の
環
境
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
認
定

を
契
機
に
、
こ
の
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
に
も
十
勝

岳
周
辺
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
こ
の
唯
一
無
二
の
環
境
を
「
守
り
続

け
た
い
」
と
い
っ
た
想
い
が
多
く
の
人
の
心
に
芽

生
え
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
想
い
が
地
域
発
展

の
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

後
押
し
で
き
る
よ
う
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

も
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
が
目
指
す
未
来
で
す
。

地域・普及部会副会長。
協議会の設立時からジオ
パーク認定に向けて取り
組んできました。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
に
住
む
誰
も
が
「
美
瑛
・
上
富
良
野
エ
リ
ア
」
の
自
慢
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
素
敵
な
地
域
に
な
る
た
め
に
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

教育

ジオパークガイド

ジオくらぶ

出前講座

ガイドツアー

美瑛町内の小学校では、総合的な学
習の時間を活用して十勝岳ジオパー
クを学習しています。地質や自然だ
けでなく、そこから始まる歴史の中
に今があることを学びます。

十勝岳ジオパークの魅力を伝え
る案内人「ジオパークガイド」
は、ジオパークにとって重要な
存在です。
協議会では、定期的にガイド養
成講座を開催し、現在、11 人の
ジオガイドが登録されています。

ジオガイドが、ジオサイトを巡るツアーなどを
企画。風景だけでなく、大地の成り立ちや人々
の営みといった解説を通して、ジオパークの楽
しみ方を案内します。

自分たちの住む地域の歴史や成
り立ちを知りたいと思ったら、
出前講座をご利用ください。

住民が主体となって十勝岳ジオパークの活動を盛り
上げていきたいと、美瑛と上富良野両町の町民に
よって設立され、現在、会員50人で活動しています。
活動の基本は「会員がジオパークを楽しむこと」。
十勝岳のことを学びながら、多くの人にその魅力を
伝え、十勝岳ジオパークの活動を支えています。

地
域
の
食
材
を
活
用
し
て
特
産
品
を

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
関
わ
っ
て
７
年
。
や
っ
と

認
定
と
な
っ
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
認
定
を

契
機
に
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
素
晴
ら
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
地
域
の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
ジ
オ
の

活
動
の
ひ
と
つ
。
今
後
は
「
食
」
を
通
し
て
ジ
オ
パ
ー

ク
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

interview

　
　

も
っ
と
も
っ
と

　

美
瑛
・
上
富
良
野
エ
リ
ア
を

　

輝
か
せ
る
た
め
に



問合せ／保健センター（新型コロナワクチン予約専用ダイヤル）

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 92-7021・☎ 92-7090

新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

接
種
会
場
と
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

▼
町
立
病
院

　

（
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
）

　

武
田
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は　

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

※
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
に
よ
り
町
が
指
定
し

　

ま
す
。

▼
美
瑛
循
環
器
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

（
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
）

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

２回目を
接種した月

接種券
発送月

接種開始時期
（目安）

８月 ２月下旬
３月以降

９月 ３月以降

※２回目の接種を完了した順番に接種券を発送
　します。64 歳以下の方は予約が必要です。

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

※ワクチンの接種は、強制ではありません。受ける
　方の同意なく接種が行われることはありません。

５
～
11
歳
の
お
子
さ
ん
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

　

小
児
用
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
が
特

例
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
予
防
接
種

法
の
改
正
な
ど
が
整
い
次
第
、
早
け
れ
ば

３
月
以
降
接
種
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
５
～
11
歳
の
お
子
さ
ん
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
１
市
９
町
の

協
定
に
基
づ
き
、
旭
川
市
の
小
児
科
な
ど

で
の
接
種
を
中
心
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

持
病
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
早
期
の
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
回
目
の
接
種
を
前
倒
し
で
進
め

て
い
ま
す

　

３
回
目
の
接
種
で
は
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

ワ
ク
チ
ン
」
と
「
武
田
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク

チ
ン
」
を
使
用
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
し
て
も
、
追
加
接
種
に
よ
る

中
和
抗
体
量
は
10
倍
以
上
と
い
わ
れ
て
お

り
、
効
果
は
十
分
期
待
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
か
は
、

国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
接
種
の
進
捗
に
よ
り
、
町
で
ワ
ク
チ

ン
を
指
定
し
ま
す
の
で
予
約
時
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
予
約
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

副
反
応
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　

副
反
応
の
種
類
は
、
１
、２
回
目
と
同
様

に
発
熱
や
頭
痛
、
倦
怠
感
、
接
種
部
位
の

腫
れ
や
痛
み
、
か
ゆ
み
、
リ
ン
パ
節
の
腫

れ
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
熱
時
に
は
水
分
を
十
分
に
摂
取
し
、

市
販
の
解
熱
鎮
痛
薬
な
ど
を
服
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
妊
娠
中
や
胃
潰
瘍
、
腎
臓
病
、

喘
息
な
ど
持
病
の
あ
る
方
は
、
症
状
が
出

た
際
に
主
治
医
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　

２
月
以
降
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

量
が
安
定
し
た
こ
と
で
、
１
日
の
接
種
者

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
接
種
を
前
倒

し
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
末
ま
で
に
、
65
歳
以
上
の
方
の
接

種
が
お
お
む
ね
終
了
し
、
現
在
は
、
２
回

目
の
接
種
完
了
日
か
ら
６
カ
月
以
上
経
過

し
た
64
歳
以
下
の
方
へ
、
順
番
に
接
種
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
接
種
券
が
届

い
た
ら
、
電
話
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

接種券の発送および接種開始時期
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住民税非課税世帯などへの

臨時特別給付金の支給手続きを開始します

▼対象：下記のどちらかに当てはまる世帯

対象世帯に届く確認書を

役場に返送（返送期限：５月 14 日）

提出物

　・確認書

　（対象世帯に２月14日にお送りしています。）

申請書と収入額が確認できる書類を

役場へ提出（提出期限：９月 30 日）

問合せ／保健福祉課社会係　☎ 92 ｰ 4245

※住民税が課税されている人の扶養親族等のみで構成されている世帯は対象外です。

または

１世帯

10 万円

提出方法

　確認書に記載されている口座を確認し、　

　保健福祉課へ返送してください。
提出方法

保健福祉課に提出または郵
送してください。

令和３年 12 月 10 日時点で町に住民登録があり

令和３年度の世帯全員の

住民税均等割が非課税となっている世帯

新型コロナウイルスの影響で

令和３年１月以降に住民税非課税相当

の収入になった世帯（家計急変世帯）

提出物

　・申請書

　・令和３年中の収入見込額の申立書ほか

　  （町ホームページからダウンロードするか、  
      保健福祉課８番窓口に備え付けています。）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う

公共料金の減免制度は、令和３年度末で終了します

▶　水道料、下水道使用料 ▶　泉源使用料

　営業目的で使用する方を対象として、申請

により減免しておりましたが、令和４年２月

検針分をもって、水道料・下水道使用料の減

免は終了します。

　鉱泉浴場を経営する泉源使用者を対象とし

て、申請により減免しておりましたが、令和

４年３月使用料分をもって、泉源使用料の減

免は終了します。

減免受付期限（令和４年３月期分）

３月 25 日（金）

▶　し尿汲み取り手数料

　水道事業の用途区分が営業用または旅館用である中

小企業者等を対象として、申請により減免しておりま

したが、令和４年３月汲み取り分をもって、し尿汲み

取り手数料の減免は終了します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問合せ／住民生活課　　☎ 92-4294

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       問合せ／建設水道課水道整備室　　☎ 92-4470

減免受付期限

３月 15 日（火）

減免受付期限（令和４年２・３月分）

３月 15 日（火）

申請手続きを忘れずに！

この世帯の手続き この世帯の手続き

※令和４年１･ ２月期の売上高と令和２年の同
時期を比較し、減少割合が 30％以上の方に限
ります。

－5－



温度の管理など、子どものよう

に育てました。３カ月で９㎏ほ

ど生ごみを入れましたが、全体

の量は変わっていません。

これから段ボールコンポストを始めたい方へ

　段ボール箱を利用した生

ごみ処理容器で、段ボール

箱に基材（くん炭・ピート

モスなど）を入れ、微生物

の力によって生ごみを分解

し、堆肥を作ります。

生ごみの分解の具合がわかりやす

く、コンポストの中身が増えた感

じもなく不思議な気持ちです。コ

ンポストを毎日かき混ぜるのが楽

しみでした。

においがないことを知れば、活用

する人が増えると思います。

面白いのでたくさんの人に体験

してほしいです。

　モニターに参加された方から、これからも

続けたいという感想をたくさんいただきまし

た。皆さんは、それぞれの住環境の中で、段ボー

ルコンポストを楽しみながら管理し、生活の

一部にしていたようです。

　今後は、モニターの皆さんの意見を参考に、

段ボールコンポストの普及に向けて、基材の

配付や講習会の開催などを予定しています。

可燃ごみ減量化の取り組みを一緒に進めませ

んか。

どこに保管していましたか？

継続したいと思いましたか？友人に紹介したいと思いますか？

実際に体験してみてどうでしたか？

①台所（３人）　

②洗面所（２人）　

③その他（玄関、廊下、ストーブ付近）

①生ごみがすぐに処理できてよかった（６人）

②置き場所に苦労した（３人）

③その他（微生物が生ごみを分解するのを実

　際に体験して面白かった）

可燃ごみの減量化に向けて ～段ボールコンポストのモニター報告～

　段ボールコンポストに関する相談を受け付け

ています。

　「段ボールコンポストについて知りたい」

「やってみたいけどやり方がわから

ない」など、段ボールコンポスト

について興味がある方は、ぜひ住

民生活課へ問い合わせください。

①紹介したい（10 人）　

②紹介したくない（０人）　

①継続したい（10 人）　

②継続したくない（０人）　

普及するためには、どのようなサ

ポートが必要だと思いますか？

①基材の配付（９人）

②講習会の開催（７人）

問合せ／住民生活課住民生活係　☎ 92-4294

段ボールコンポストとは

モニターを終えた皆さんの声を紹介します

　町では、可燃ごみ減量化の取り組みの一つ

として、家庭で生ごみを手軽に堆肥化できる

「段ボールコンポスト」の普及を検討してい

ます。

　昨年９月から実施したモニター事業によ

り、３カ月間、10 人の方に段ボールコンポ

ストがある生活を体験していただき、実際に

使用しての感想や気づき、普及のための意見

をいただきました。

－6－



　 

１
日　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
包
括
連
携
協
定
締

　
　
　

結
式

３
日　

上
川
管
内
電
算
事
務
協
同
処
理
協

　
　
　

議
会
総
会
、
上
川
広
域
滞
納
整
理

　
　
　

機
構
議
会
定
例
会
、
上
川
教
育
研

　
　
　

修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
本
会
議
、

　
　
　

上
川
町
村
会
定
期
総
会
（
旭
川
市
）

８
日　

職
員
採
用
試
験

15
日  

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
北

　
　
　

海
道
実
行
委
員
会
第
２
回
総
会

18
日　

川
﨑
章
道
氏
北
海
道
産
業
貢
献
賞

　
　
　

伝
達
式

22
日　

令
和
４
年
度
予
算
報
道
発
表

23
日　

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

28
日　

美
瑛
町
議
会
第
２
回
定
例
会

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

「
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
を
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
し
ま
し
た
」。
１
月
28
日
、

仲
間
や
報
道
関
係
者
が
見
守
る
中
、
僕
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
い
た
だ
い
た
電
話

で
、
認
定
の
正
式
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
心
臓
の
鼓
動
は
、
喜

び
の
高
鳴
り
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
と
２
町
で
「
十
勝
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
た
の
が

２
０
１
５
年
。
７
年
目
に
し
て
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
間
入
り
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
え
に
協
議
会
加
盟
の
53
団
体
の
ご

協
力
と
、
両
町
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
ジ

オ
く
ら
ぶ
」
や
認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
な
ど
地

道
で
堅
実
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
す
。
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、「
大
地
の
公
園
」

と
も
呼
ば
れ
、
地
球
科
学
的
な
価
値
を
持

つ
遺
産
を
保
全
し
、
教
育
や
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
開
発
を

進
め
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。「
十
勝

岳
」
は
道
内
６
地
域
目
、
全
国
で
は
45
地

域
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
認
定
審
査
の
現
地
調
査
が

行
わ
れ
、
僕
も
一
緒
に
２
町
を
巡
り
ま
し

た
。
十
勝
岳
や
こ
の
地
域
の
地
質
の
成
り

立
ち
を
改
め
て
学
び
、
森
の
中
に
歩
み

入
っ
て
は
自
然
の
豊
か
さ
に
五
感
を
奪
わ

れ
、
泥
流
災
害
と
復
興
の
歴
史
に
先
人
の

苦
労
を
し
の
び
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
る
ガ
イ
ド

さ
ん
の
技
量
に
も
感
服
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
間
違
い
な
く
地
域
の
遺
産
で

す
。
保
全
の
大
事
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
学
び
や
教
育
の
生
き
た
教
材

で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
を
知
り
、
地
域
を

愛
し
、
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
こ

と
が
、
観
光
や
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
な
が
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
そ
の

大
き
な
一
助
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

上
川
中
部
の
１
市
８
町
で
１
月
、
旭
川

た
い
せ
つ
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
協
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
行
政
の
広
域
連
携
が

進
む
な
か
、
と
も
に
活
火
山
十
勝
岳
と
共

生
す
る
美
瑛
、
上
富
良
野
両
町
が
タ
ッ
グ

を
組
む
こ
と
で
、
美
瑛
町
に
と
っ
て
は
富

良
野
圏
域
と
も
交
流
を
深
め
ら
れ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

実
は
認
定
通
知
の
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
時
、
ス
マ
ホ
を
何
度
指
で
タ
ッ
プ
し
て

も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
反
応
せ
ず
に
一
度
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
焦
り
ま
し
た
。「
あ

の
時
は
緊
張
し
た
」
と
会
場
に
い
た
方
か

ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
台
に
立
っ
た
ジ
オ
の
取
り
組

み
。
焦
ら
ず
、
緊
張
感
を
も
っ
て
前
進
し

て
い
き
ま
す
。

１月分支出額計　　14,410円

令和４年１月分交際費支出状況

月日 件　名 金額

1/6 議会新年会会費 4,000

1/11
12/21 発生の水道漏水事故に係る
陸上自衛隊第二師団および上富良
野駐屯地に対するお礼（菓子）

6,939

1/12
那智勝浦町からの特産品受領に対
するお礼（菓子）

3,471

町　長
コラム
vol.32

美瑛町長

角和　浩幸

２
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

【
1
月
の
火
山
活
動
】

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　

札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　

問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　

☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、
62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
概
ね

３
０
０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高

さ
は
２
０
０
㍍
以
下
、
振
子
沢
噴
気
孔
群

の
噴
気
の
高
さ
は
火
口
縁
上
１
０
０
㍍
未

満
で
し
た
。

　

21
日
に
62-

２
火
口
付
近
、
25
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
火
口
付
近
、
28
日
に
旧
噴
火
口

付
近
で
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の

３
日
間
を
除
く
と
火
山
性
地
震
は
や
や
少

な
い
状
態
で
経
過
し
、
主
に
62-

２
火
口

付
近
の
ご
く
浅
い
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
14
日
に
継
続
時
間
の
短
い
火
山
性

微
動
を
１
回
観
測
し
ま
し
た
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を

示
す
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報
事
項

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。
－7－



 季刊「日本で最も美しい村」　ご存じですか？

小
学
校
低
学
年
の
部

美瑛小　４年

本保　愛椛

美瑛小　６年

赤間　優羽

中
学
校
の
部

美瑛中　１年

髙瀬　海斗

美瑛小　２年

鶴田　悠人

小
学
校
高
学
年
の
部

　

美
瑛
町
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
「
美
し
い
村
び
え
い
を
描
こ
う
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
美
し
い
風
景
を
描
い
た
作
品
を
募
集
し
、
応
募
総
数

２
３
２
点
の
中
か
ら
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

  

                                                        

（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】

小
学
校
中
学
年
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部

【
優
秀
賞
】

美
瑛
小
２
年　
　

谷
崎　

陽
汰

小
学
校
中
学
年
の
部

中
学
校
の
部

美
瑛
東
小
６
年　

土
居　

晴
楽

小
学
校
高
学
年
の
部

美
瑛
小
４
年　
　

辻
川　

真
里

美
瑛
中
１
年　
　

伊
藤　

美
瑠

小
学
校
低
学
年
の
部

【
入
賞
】

美
瑛
小
２
年　
　

佐
藤　

愛
樹

明
徳
小
２
年　
　

蓮
香　

向
日
葵

明
徳
小
１
年　
　

濱
田　

桃
子

明
徳
小
１
年　
　

平
松　

翔
瑛

小
学
校
中
学
年
の
部

美
瑛
小
４
年　
　

稲
田　

紗
雪

明
徳
小
４
年　
　

鎌
田　

莉
緒

美
瑛
小
４
年　
　

佐
藤　

心
優

美
瑛
小
４
年　
　

杉
山　

小
芭
菜

小
学
校
高
学
年
の
部

美
瑛
小
６
年　
　

阿
部　

秀
俊

美
瑛
小
６
年　
　

飯
原　

瑞
姫

美
瑛
小
６
年　
　

長
野　

天
音

美
瑛
小
６
年　
　

難
波　

留
心

中
学
生
の
部

美
瑛
中
１
年　
　

岩
崎　

莉
子

美
瑛
中
１
年　
　

佐
藤　

歩
実

美
瑛
中
１
年　
　

蜂
谷　

明
日
香

美
瑛
中
１
年　
　

深
山　

陸

美
瑛
中
１
年　
　

𠮷
澤　

亜
早
陽

「
美
し
い
村
び
え
い
を
描
こ
う
」
コ
ン
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
結
果
発
表

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
政
策
調
整
係　

☎
92-

４
３
３
０

　「日本で最も美しい村」連合では、年に４回季刊誌

を発行しています。

　「日本で最も美しい村」連合に加盟している町村、

地域のそれぞれの美しい村の取り組みの紹介をはじ

め、イベントや特産品などの情報も掲載しています。

　季刊誌は、町民センター、図書館、役場２階まち

づくり推進課に用意していますので、ぜひ一度ご覧

ください。 「日本で最も美しい村」 連合の
ホームページではWEB版をご覧
いただけます。

－8－



を
追
い
か
け
て
い
る
間
、
無
職
に
な
る
わ

け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
私
は
将

来
普
通
に
働
き
な
が
ら
も
、
夢
を
追
い
か

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
上
手
く
い
く

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
叶
う
か
ど
う
か
は

自
分
し
だ
い
で
す
。

　

私
は
諦
め
て
後
悔
す
る
よ
う
な
事
は
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
私
は
、
将
来

は
声
優
一
本
で
も
十
分
生
活
が
で
き
る
く

ら
い
立
派
な
声
優
に
な
っ
て
、
両
親
に
親

孝
行
を
し
た
い
で
す
。

　

あ
な
た
は
今
、
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
事
で
も
、
夢
を
持
っ

て
い
る
の
は
素
敵
な
事
で
す
。
ま
た
、
あ

な
た
は
幼
い
頃
ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
ま

し
た
か
。
今
は
な
く
て
も
、
誰
し
も
幼
い

頃
に
は
夢
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
、
会
社
員
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
理
由
は
、
安
定

し
た
職
業
に
就
い
て
安
定
し
た
収
入
を
得

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
親

に
心
配
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
他
に
も
そ
の

よ
う
に
考
え
、
会
社
員
に
な
り
た
い
人
が

何
人
か
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
ふ
と
疑
問
に
思
い
ま
し

た
。
私
の
よ
う
に
将
来
会
社
員
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
男
女
を
対

象
に
し
た「
な
り
た
い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
生
女
子
以
外
は

す
べ
て
に
お
い
て
第
１
位
が
会
社
員
だ
と

い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
の
事
か
ら
私
は
、
今
の
学

生
は
本
当
に
な
り
た
い
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
も
の
が
一
体
化
し
、
本
当
に
な

り
た
い
も
の
で
あ
る
夢
を
持
っ
て
い
る
人

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し

た
。
本
当
に
や
り
た
い
事
を
見
つ
け
る
の

に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
大
人
に
な

っ
た
今
で
も
見
つ
け
て
い
な
い
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
夢
を
追
い

か
け
て
も
叶
う
わ
け
が
な
い
、
と
夢
を
諦

め
た
人
だ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
そ
ん
な
人
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、

未
来
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
夢
を
持
つ
事
自
体
に
は
お
金
が

か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

未
来
で
何
が
お
こ
る
か
は
、
私
達
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の

人
は
今
の
時
代
に
ス
マ
ホ
が
あ
る
な
ん
て

想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
想
像
は
出
来

て
も
知
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同

じ
で
、
未
来
で
何
が
あ
る
か
は
誰
に
も
知

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
は
、
学

生
に
限
ら
ず
、
大
人
に
も
夢
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
に
、
母
に
将
来
は
会

社
員
に
な
り
た
い
と
い
う
事
を
伝
え
ま
し

た
。
す
る
と
、
母
は
「
少
し
く
ら
い
夢
を

持
っ
て
も
良
い
ん
だ
よ
」
と
、
逆
に
心
配

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
私
は
夢
に

つ
い
て
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。
私
は
も
と

も
と
テ
レ
ビ
が
好
き
で
、
幼
い
頃
か
ら
芸

人
さ
ん
や
タ
レ
ン
ト
さ
ん
に
憧
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
テ
レ
ビ
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
思
っ
て
い
た

時
私
は
声
優
と
い
う
職
業
を
知
り
、
そ
の

仕
事
に
心
惹
か
れ
ま
し
た
。
音
の
な
い
絵

の
状
態
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
声
が
吹
き

込
ま
れ
て
命
が
宿
っ
て
い
く
。
私
は
幼
い

頃
か
ら
な
に
か
を
表
現
す
る
事
が
好
き
だ

っ
た
の
で
、
こ
の
職
業
を
知
っ
た
時
は
天

職
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
の
夢

　
１
月
22
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
令
和
３
年
度
美
瑛
町
「
少
年
の
主
張
」
発
表
大

会
で
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
主
張
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

美
瑛
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事
務
局

（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
92-

４
１
４
１

　
青
少
協
だ
よ
り
　

郷
土
の
子

「
夢
は
人
生
の
希
望
に
な
る
」

美瑛中学校２年

祐川　嘉乃音
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３
月
に
な
り
春
の
星
座
が
少
し
ず
つ
顔

を
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
、
先
月
紹

介
し
た
冬
の
大
三
角
と
、
北
東
の
北
斗
七

星
の
間
に
あ
る
「
し
し
座
」
と
「
か
に
座
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

夜
８
時
ご
ろ
、
北
東
の
空
に
見
ら
れ
る

北
斗
七
星
か
ら
70
度
く
ら
い
（
握
り
こ
ぶ

し
７
個
分
）
右
に
あ
た
る
十
勝
岳
連
峰
の

上
空
を
見
る
と
、
１
つ
明
る
め
の
星
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
し
座
の
１

等
星
レ
グ
ル
ス
で
す
。
レ
グ
ル
ス
は
全
天

に
21
個
あ
る
１
等
星
の
中
で
最
も
暗
く
、

冬
の
大
三
角
と
比
べ
る
と
同
じ
１
等
星
と

は
思
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
レ
グ
ル

ス
か
ら
左
上
方
に
目
を
向
け
て
い
く
と
、

「
？
マ
ー
ク
」
を
裏
返
し
た
よ
う
な
形
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
草
を
刈
り
取
る

鎌
の
形
に
見
立
て
ら
れ
「
し
し
の
大
鎌
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

し
し
座
は
、
例
年
11
月
中
旬
に
出
現
す

る
「
し
し
座
流
星
群
」
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
２
０
０
１
年
の
出
現
は
、
１

時
間
に
数
千
個
も
の
流
星
が
出
現
し
世
間

今
月
の
星
空
コ
ラ
ム

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美み

宙そ
ら

」

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

懐
か
し
の
収
蔵
品
を
紹
介

♯
14 

校
章

　

美
瑛
で
最
も
古
い
教
育
施
設
は
、
明

治
29
年
に
建
て
ら
れ
た
12
畳
ほ
ど
の
小

屋
で
し
た
。
住
民
た
ち
は
北
海
道
の
認

可
を
受
け
た
公
立
学
校
を
建
て
る
た
め

に
資
金
を
集
め
、
明
治
32
年
に
美
瑛
尋

常
小
学
校
（
現
在
の
美
瑛
小
学
校
）
を

開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
農
村
部
を

中
心
に
20
校
以
上
の
小
学
校
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
統
廃
合
に
よ
り
現
在
は

５
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
閉
校
後
は
食

品
加
工
場
や
研
修
施
設
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
校
舎
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
建
物

に
は
学
校
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
学
館
で
は
、
校
舎
か
ら
回
収
さ

れ
た
校
章
を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
校

歌
の
音
源
や
記
念
誌
な
ど
も
収
蔵
し
て

い
ま
す
。

   

電
　
話
74-

６
１
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
74-

６
１
１
５  

　

写
真
家
森
脇
啓
好
氏
を
お
招
き
し
、
30

年
前
の
美
瑛
を
振
り
返
り
ま
す
。

日
時
／
３
月
12
日
（
土
）　

午
後
１
時
～

　

１
時
30
分

場
所
／
丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

定
員
／
10
人

申
込
み
／
３
月
11
日(
金
）
ま
で
に
、
電

　

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

森
脇
啓
好
氏
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆

座
談
会
を
開
催
し
ま
す

を
驚
か
せ
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
ほ
ど
で

は
な
い
も
の
の
、
２
０
３
４
年
に
は
多
く

の
流
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
出
現
に
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　

し
し
座
の
右
側
に
か
に
座
が
あ
り
ま
す

が
、
目
印
に
な
る
明
る
い
星
が
無
い
た
め

見
つ
け
る
こ
と
が
と
て
も
困
難
で
す
。
暗

い
場
所
で
獅
子
の
大
鎌
か
ら
右
へ
と
目
を

向
け
て
い
く
と
、
ぼ
ん
や
り
し
た
雲
の
よ

う
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
か

に
座
中
心
部
に
あ
る
プ
レ
セ
ぺ
と
呼
ば
れ

る
星
団
（
星
の
集
ま
り
）
で
、
双
眼
鏡
で

観
察
す
る
と
40
個
ほ
ど
の
星
が
集
ま
っ
て

お
り
と
て
も
綺
麗
で
す
。　

 

ま
た
、
プ
レ
セ
ぺ
星
団
の
上
に
は
、
か

に
の
ハ
サ
ミ
に
あ
た
る
４
等
星
の
イ
オ
タ

星
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
星
は
美
し
い
色
合

い
の
２
重
星
で
、
望
遠
鏡
で
は
金
色
の
星

と
薄
い
青
色
の
２
つ
の
星
に
見
え
ま
す
。

３
月
の
天
文
台
延
長
公
開
で
プ
レ
セ
ぺ
星

団
と
か
に
座
イ
オ
タ
星
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
、
３
月
14
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

月
が
、
か
に
座
と
し
し
座
の
中
を
移
動
し

て
い
き
ま
す
。
月
が
こ
れ
ら
の
星
座
を
探

す
目
印
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

３月14日～17日の月の位置

イオタ星

かに座

しし座

北斗七星
冬の大三角
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KU
健診
　受けよう

　
美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

の
鈴
木
で
す
。

　

今
月
号
は
、
た
ば
こ

と
健
康
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

美
瑛
町
の
取
り
組
み

美
瑛
町
の
喫
煙
率

　

令
和
元
年
４
月
か
ら
役
場
庁
舎
や
町

立
病
院
な
ど
、
町
が
管
理
す
る
公
共
施
設

で
は
敷
地
内
禁
煙
と
す
る
な
ど
、
受
動
喫

煙
防
止
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
啓

発
活
動
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
健
康
相
談
や
母
子
手

帳
交
付
時
な
ど
の
保
健
事
業
で
禁
煙
の

助
言
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
に
関
す
る
健
康
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　  １月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　16人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  ６人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

768人

合計（延べ人数）

　

美
瑛
町
の
喫
煙
率
を
見
て
み
る
と
、
平

成
30
年
か
ら
年
々
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

全
体
の
約
２
割
と
、
国
や
北
海
道
と
比
べ

る
と
高
い
状
況
で
す
。

　

平
成
30
年
７
月
に
健
康
増
進
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
、
令
和
２
年
３
月
「
北
海
道
受
動
喫
煙

防
止
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
基
本
理
念
と

し
て
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
推
進
す
る

た
め
の
３
つ
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
動
喫
煙
で
リ
ス
ク
が
高
ま
る
病
気
と

し
て
、
肺
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、
脳
卒
中
、

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
な

ど
が
あ
り
、
受
動
喫
煙
を
受
け
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
疾
患
で
死
亡
せ
ず
に
済
ん
だ
人

が
年
間
約
１
５
０
０
０
人
い
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
の
死
亡
原
因
を
見
る
と
、
が
ん

と
心
臓
病
の
割
合
が
多
く
、
両
疾
患
を
合

わ
せ
る
と
７
割
以
上
と
な
り
ま
す
。
こ
の

中
に
は
、
受
動
喫
煙
を
受
け
な
け
れ
ば
死

亡
せ
ず
に
済
ん
だ
方
が
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

受
動
喫
煙
で
高
ま
る
リ
ス
ク

国

北海道

美瑛町

美瑛町 北海道 国
がん 46.0％ 52.5％ 49.8％
心臓病 31.0％ 26.1％ 27.8％
脳疾患 16.1％ 12.9％ 14.4％
糖尿病 3.4％ 2.0％ 2.0％
腎不全 0.0％ 4.0％ 3.5％
その他 3.5％ 2.5％ 2.5％

＜国保データベースシステムより＞

死亡の原因（令和２年度）

◆
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

受
動
喫
煙
が
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
認
識
し
、
す
べ
て
の
方
に

　
　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な

　
　

い
「
受
動
喫
煙
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
目

　
　

指
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
り
健
康
を
損
な
う
恐

れ
が
高
い
20
歳
未
満
や
妊
婦
の
方
々

　
　

に
対
し
、
特
に
配
慮
し
て
受
動
喫
煙

　
　

防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

北
海
道
や
道
民
、
事
業
者
、
関
係
団

体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
の
下
、
協
働

　
　

し
な
が
ら
道
民
運
動
と
し
て
受
動
喫

　
　

煙
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆

◆ ◆

（％）

喫煙率の推移

H29 H30 R1 R2

25

20

15

10
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今
月
の
特
集
展
示

 

「
本
屋
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
家
特
集
」

　

今
年
も
本
屋
大
賞
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品

10
作
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
文
芸

賞
が
プ
ロ
の
作
家
の
審
査
に
よ
っ
て
決
定

し
て
い
る
中
、
こ
の
本
屋
大
賞
は
、
全
国

の
書
店
員
の
推
薦
、
投
票
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

書
き
手
で
は
な
く
読
み
手
が
選
ぶ
た

め
、
普
段
読
書
を
し
な
い
人
に
も
読
み
や

す
い
作
品
が
多
く
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
が

高
い
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞
作

は
ド
ラ
マ
や
映
画
な
ど
で
お
な
じ
み
に
な

っ
て
い
る
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
ど
ん
な
作
品
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
図
書
館
で
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。 図

書
館
だ
よ
り

　

題
名
の
と
お
り
、
30
代
で
親
の
介
護
に

直
面
し
た
著
者
の
エ
ッ
セ
イ
作
品
。
遅
か

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
32
歳
。
い
き
な
り
介
護
が
や
っ
て
き
た
。」

　
　
　
　
　
　
　

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
／
刊

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始
め

ま
し
た
。

　
電

　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

自
分
が

避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
・
・
・
。

ちょこっと
防　　災

　

皆
さ
ん
が
避
難
所
と
聞
い
て
、
最
初
に

思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
体
育
館
な
ど
で
大

勢
の
方
々
が
雑
然
と
入
り
混
じ
っ
て
横
に

な
っ
て
い
る
様
子
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

私
は
、
一
昨
年
の
２
月
に
開
催
さ
れ
た

北
海
道
の
「
厳
寒
期
に
お
け
る
防
災
研
修
」

に
参
加
し
、
暖
房
の
な
い
体
育
館
で
の
避

難
所
生
活
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
寒
い
体
育
館
で
一
夜
を
過
ご
し
て
み

る
と
、
温
か
い
寝
具
や
食
べ
物
が
と
て
も

あ
り
が
た
く
、
避
難
所
生
活
に
お
け
る
「
温

か
い
も
の
」
が
い
か
に
安
心
感
を
与
え
て

く
れ
る
の
か
、
そ
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
想
定
し

な
が
ら
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
毛
布
、
レ
ト

ル
ト
の
み
そ
汁
な
ど
、
避
難
所
生
活
を
で

き
る
だ
け
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
備
蓄
品
を
選
定
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
厳
冬
期
を
想
定
し
た
上
で
非
常

持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
避
難
所
生
活
を
よ
り
快
適
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

避
難
所
で
快
適
に
過
ご
す
に
は

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
体
験
し
よ
う

　

危
機
対
策
室
で
は
、
町
内
の
小
中
学
校

の
防
災
研
修
で
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
組

み
立
て
る
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
、「
組
み
立
て
て
み
た
い
」「
実

際
に
寝
て
み
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
私
が
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
セ
ッ

ト
で
伺
い
ま
す
。

　

町
内
会
や
行
政
区
単
位
で
な
く
て
も
大

歓
迎
で
す
。
子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
防
災

か
る
た
も
あ
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
な
が

ら
一
緒
に
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
！

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。

れ
早
か
れ
、
誰
も
が
直
面
す
る
可
能
性
の

あ
る
親
の
介
護
。
現
実
に
は
な
か
な
か
前

も
っ
て
備
え
る
こ
と
が
難
し
く
、
実
際
に

そ
の
時
が
訪
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と

悩
ま
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
？

　

や
わ
ら
か
い
タ
ッ
チ
の
イ
ラ
ス
ト
と
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
文
体
で
、
と
も
す
れ

ば
深
刻
に
な
り
が
ち
な
テ
ー
マ
を
ス
ラ

ス
ラ
と
読
ま
せ
る
一
冊
で
す
。

◇
小
学
生
向
け

   

日
時
／
３
月
12
日
（
土
）

　

   

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

　

日
時
／
３
月
26
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

議員の皆さんにも段ボー
ルベッドの組み立てを体
験していただきました。

総務課危機対策室　大畑係長
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問
合
せ
／
建
設
水
道
課
維
持
係　

☎
92-

４
４
３
１　

 

屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時
に
は

　

毎
年
、
除
雪
中
の
事
故
、
特
に
屋
根
か

ら
の
転
落
や
落
氷
雪
に
よ
る
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
中
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
「
一

人
で
し
な
い
」
「
無
理
し
な
い
」
「
落
雪
・

転
落
気
を
つ
け
て
」
を
合
言
葉
に
、
十
分

注
意
し
て
除
雪
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

・
一
人
で
は
な
く
複
数
人
で
声
を
か
け
あ
う
。

・
は
し
ご
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

・
屋
根
の
上
で
の
作
業
は
、
は
し
ご
の
上

　

り
下
り
に
気
を
つ
け
る
。

・
晴
れ
た
日
ほ
ど
要
注
意
。
屋
根
の
雪
と

　

一
緒
に
転
落
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
屋
根
の
下
に
通
行
人
が
い
な
い
か
、
周

　

囲
を
確
認
す
る
。

・
万
一
に
備
え
て
、
携
帯
電
話
を
身
に
つ

　

け
る
。

・
休
憩
と
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う
。

　
　

雪
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

 

除
雪
機
を
使
用
す
る
時
に
は

・
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
服
装
で
行
う
。

・
除
雪
機
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
は

　

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

・
除
雪
器
具
は
こ
ま
め
に
手
入
れ
し
、
点

　

検
す
る
。

・
周
囲
に
人
が
い
る
と
き
は
、
除
雪
機
を

　

使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

―
　
火
事
と
救
急
救
助
は
１
１
９
番
　
―

美
瑛
消
防
署

　
　
☎
92-

２
０
２
９

災
害
情
報
案
内

　
☎
92-

１
１
１
９

消
防
だ
よ
り

腰には必ず命綱を

つけましょう。
低い屋根でも

危険です。

暴風雪や大雪警報が

出ている時は外に出る

のは控えましょう。

 

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意

・
落
雪
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
か
ら

　

プ
ラ
ス
３
度
ぐ
ら
い
の
と
き
に
発
生
し

　

や
す
い
の
で
、
雪
が
積
も
っ
た
建
物
の

　

近
く
を
通
行
す
る
際
は
、
十
分
に
注
意

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
や
建
物
の
持
ち
主
は
、
早
め
に
雪
を

　

下
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
根
に
雪
止
め
を
設
置
し
て
い
る
場
合

　

は
、
破
損
な
ど
が
な
い
か
を
点
検
し
て

　

く
だ
さ
い
。

・
落
雪
が
発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
負

　

傷
者
が
い
な
い
か
確
認
し
、
歩
行
者
の

　

通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
除
去

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
交
通
事
故
お
よ
び
交
通
障
害

　

防
止
の
た
め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や

　

敷
地
内
の
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
よ

　

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

落
雪
に
よ
る
事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

間
口
付
近
に
残
っ
た
雪
処
理
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
作
業
は
、
深
夜
か
ら
早
朝
の
限

ら
れ
た
時
間
で
道
路
上
の
雪
を
左
右
に

か
き
分
け
る
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
玄
関
前
や
車

庫
前
の
間
口
に
残
っ
た

雪
は
、
各
家
庭
で
処
理

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

つ
る
つ
る
路
面
に
気
を
付
け
て

　

雪
解
け
が
進
む
時
期
は
、
昼
間
に
溶
け

た
雪
が
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
再
び
凍
結

し
、
つ
る
つ
る
路
面
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

特
に
、
歩
道
と
車
道
の
境
目
、
車
の
出

入
り
の
あ
る
歩
道
、
日
陰
に
な
り
や
す
い

所
な
ど
は
部
分
的
に
非
常

に
す
べ
り
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
歩
行
の
際
は
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

ヤマト運輸株式会社と協定を締結

　２月１日、美瑛町とヤマト運輸株式会社で包括

連携協定が締結されました。

　締結式では、ヤマト運輸株式会社の佐藤賢吾支

店長が「美瑛町の農業や観光、防災などの分野で

連携を図り、美瑛がより元気になるようお手伝い

をしていきたいです」と話され、角和町長と協定

書を交わしました。

　今後、災害発生時の物資輸送や町の情報発信な

ど、さまざまな場面での連携を推進していきます。

オンラインで交流イベントを開催しました

鈴木佳由さん

　１月29日から２月20日まで、町内の有志の方々

によって、ラヴニール前の広場がいつでも遊べる

「びえい雪遊び広場」として開放されました。

　この広場は今回で 15 回目を迎え、例年設置し

ている大きな滑り台や雪像の他に、美瑛小学校の

６年生が制作したミニ雪上絵や灯籠が展示されま

した。

　広場を訪れた子どもたちは、滑り台をチューブ

で滑って大喜び。寒さを忘れて雪遊びを満喫して

いました。

元気いっぱい雪遊び！

北
海
道
産
業
貢
献
賞

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
川
﨑
章
道
さ
ん
が
、

北
海
道
産
業
貢
献
賞
（
農
業
関
係
功

労
者
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
﨑
さ
ん
は
平
成
14
年
か
ら
農
業

委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
平
成
26
年

か
ら
令
和
２
年
ま
で
の
６
年
間
は
、

会
長
と
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
以
外
に
も
美
瑛
町
広

域
環
境
保
全
協
議
会
の
会
長
や
美
瑛

町
立
病
院
運
営
審
議
会
の
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
先
頭
に
立
っ

て
地
域
課
題
の
解
決
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

川﨑章道さん

　1 月 30 日、町外の方々とのさまざまな交流を

目的とした「コ・ワーケーションビレッジ事業」

の一環として、演劇集団 円
えん

の俳優である、東

京在住の鈴木佳由さんによる読み聞かせワーク

ショップがオンラインで開催されました。

　参加した皆さんからは「普段関わることができ

ないプロの方から、貴重な話を聞くことができま

した」などと感想が述べられ、新しいスタイルの

出会いとつながりの場を歓迎しているようでした。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

募
　
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

職
種
／
建
設
機
械
運
転
技
術
員

募
集
人
員
／
２
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

募
集
条
件
／

・
大
型
１
種
、
大
型
特
殊
免
許
取
得
者
で

　

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
（
整

　

地
、
運
搬
、
積
み
込
み
お
よ
び
掘
削
用
）

　

を
修
了
し
、
建
設
機
械
の
運
転
作
業
経

　

験
を
有
す
る
方

・
冬
期
間
に
お
け
る
町
内
の
除
雪
排
雪
業

　

務
、
早
朝
お
よ
び
深
夜
を
含
む
運
転
業

　

務
が
可
能
な
方

・
町
内
に
居
住
ま
た
は
居
住
可
能
な
方

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

報
酬
／
日
額　

９
０
０
９
円
（
経
験
に

　

よ
っ
て
加
算
。
条
例
に
基
づ
く
時
間
外

　

報
酬
・
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
厚

　

生
年
金
、
公
務
災
害

応
募
方
法
／
３
月
14
日　

（
月
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
に
運
転
免
許
証

　

と
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修

　

了
証
の
写
し
を
添
え
て
建
設
水
道
課
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
委
員
の
募
集

①
建
設
水
道
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
４
４
９

②
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
３
８

③
丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
74-

６
１
１
６

④
・
⑤
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
１
４
１

⑥
・
⑦
教
育
委
員
会
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
１
４
４

⑧
・
⑨
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
３
０

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
構
想
に
基
づ

き
、
土
地
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
す

る
委
員
で
す
。

開
催
回
数
／
年
３
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
３
人

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
15
日
（
火
）

　

各
種
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

担
当
課
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

添
え
て
各
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
生
活
し
て
い

く
上
で
の
課
題
な
ど
を
検
討
す
る
委
員
で
す
。

開
催
回
数
／
年
３
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
２
人

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
18
日
（
金
）

　

郷
土
・
自
然
・
天
文
と
、
多
く
の
テ
ー

マ
が
存
在
す
る
郷
土
学
館
の
円
滑
な
運
営

を
検
討
す
る
委
員
で
す
。

開
催
回
数
／
年
３
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
２
人

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
18
日
（
金
）

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
町
民
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
促
進
な
ど
を
目
的
に

活
動
す
る
委
員
で
す
。

開
催
回
数
／
年
２
回
程
度

募
集
人
員
／
３
人

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
25
日
（
金
）

看
護
師
募
集

建
設
水
道
課
維
持
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
４
３
１

美
瑛
町
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
68-

７
１
１
１

募
集
人
員
／
若
干
名

資
格
要
件
／
看
護
師
免
許
（
取
得
見
込
み

　

の
方
は
、
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に
登

　

録
済
証
明
書
な
ど
）
を
お
持
ち
の
方

雇
用
期
間
／
４
月
～
（
試
用
期
間
あ
り
） 

　

※
雇
用
始
期
は
要
相
談

採
用
時
期
／
試
用
期
間
の
職
務
達
成
度
に

　

よ
る

勤
務
時
間
／

　

日
勤　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

夜
勤　

午
後
４
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

給
与
／
美
瑛
町
条
例
お
よ
び
規
則
に
基
づ

　

く
額

④
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

③
郷
土
学
館
運
営
協
議
会
委
員

②
地
域
自
立
支
援
協
議
会
委
員

①
都
市
計
画
審
議
会
委
員

応
募
方
法
／
３
月
18
日　

（
金
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
病
院
事
務
局

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）
。
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【
家
族
世
帯
向
け
】

町
営
旭
一
般
住
宅
４
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　

月
額　

２
０
０
０
０
円

※
単
身
の
方
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

東
町
第
２
団
地
Ｈ
６
棟
７
９
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

２
２
７
０
０
～
３
３
８
０
０
円

※
３
人
以
上
の
世
帯
が
優
先
で
す
。
単
身

の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
４
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
３
月
１
日
（
火
）～
18
日
（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
２
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
３
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

　

教
育
・
科
学
・
文
化
・
体
育
の
振
興
に

つ
い
て
、
そ
の
活
動
や
業
績
が
顕
著
で
あ

り
、
町
の
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
団
体
の
表
彰
を
審
議
し
ま
す
。

開
催
回
数
／
年
１
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
２
人

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
14
日
（
月
）

　

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
の
諮
問
に
基
づ
き
、
調
査
や
審
議
を
行

い
ま
す
。

開
催
回
数
／
審
議
案
件
が
出
た
時

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
若
干
名

　

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
策

を
検
討
す
る
委
員
で
す
。

開
催
回
数
／
年
４
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
若
干
名

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
25
日
（
金
）

⑦
文
化
財
審
議
会
委
員

⑥
教
育
表
彰
審
議
会
委
員

⑧
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員

　

美
瑛
町
の
景
観
や
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
育
て
る
た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
委

員
で
す
。

開
催
回
数
／
年
４
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
若
干
名

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
25
日
（
金
）

⑨
景
観
審
議
会
・
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
１
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
14
日
（
月
）

納
税
通
知
書
用
封
筒
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

税
務
課
納
税
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
８

　

令
和
４
年
度
の
納
税
通
知
書
用
封
筒
に

有
料
広
告
を
掲
載
い
た
だ
け
る
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
お
店
や
会
社
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

広
告
サ
イ
ズ
／
縦
７
㎝
×
横
10
㎝

広
告
料
／
１
枚
当
た
り
４
円

※
参
考
（
税
目
毎
の
広
告
料
の
目
安
）

申
込
期
限
／
３
月
25
日
（
金
）

※
多
数
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
掲
載

　

内
容
を
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
書
の
様
式
や
詳
細
に
つ

　

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）

固
定
資
産
税

町
道
民
税

税
目

１
４
０
０
０
円

２
２
０
０
０
円

１
４
０
０
０
円

広
告
料

３
５
０
０
枚

５
５
０
０
枚

３
５
０
０
枚

印
刷
部
数

暮らしのお知らせ

　　

町
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
社
会
教
育
に

関
す
る
諸
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

開
催
回
数
／
年
２
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
／
２
人

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す

応
募
期
限
／
３
月
25
日
（
金
）

⑤
社
会
教
育
委
員
兼
公
民
館
運
営
審
議
会

　

委
員
兼
生
涯
学
習
推
進
委
員
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ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

５
６
７
７

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
７
日
・
14
日
・
22
日
・
28
日

　

「
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
第
２
期
の
入
賞

作
品
と
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー

ク
啓
発
の
た
め
の
パ
ネ
ル

を
多
数
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
15
日
（
火
）
～
27
日
（
日
）

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ネ
ル
展

　

３
月
９
日
（
水
）
～
11
日
（
金
）
の
間
、

坂
井
医
師
が
不
在
に
な
り
ま
す
。

●
受
付
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み
（
午
後
４
時
ま
で
）

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
み

　

坂
井
医
師
の
外
来
は
、
急
な
検
査
対
応

の
た
め
診
察
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

保
健
・
福
祉
・
医
療

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
３
月
16
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-
４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

対
象
者
／
特
定
疾
患
の
認
定
を
受
け
、
次

　

の
①
～
③
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
治
療
の
た
め
町
外
の
医
療
機
関
に
通
院

　

し
て
い
る
方

②
前
年
（
令
和
２
年
分
）
の
所
得
税
が
非

　

課
税
の
世
帯
に
属
す
る
方

③
生
活
保
護
な
ど
で
通
院
交
通
費
の
給
付

　

を
受
け
て
い
な
い
方

保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
92-

４
３
３
８　

特
定
疾
患
患
者
へ
の
通
院
交
通
費
助
成

助
成
内
容
／
月
１
回
分
の
鉄
道
運
賃
実
費

　

と
市
内
バ
ス
１
区
間
運
賃

申
請
時
に
必
要
な
書
類
／

　
申
請
書
・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
・

　

通
院
証
明
書
・
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
・

　

印
鑑

※
申
請
書
は
、
保
健
福
祉
課
５
番
窓
口
に

　

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
期
限
／
３
月
15
日(

火)

美
瑛
で
繋
が
る
写
真
の
輪

　

美
瑛
町
の
美
し
い
景
色
が

繋
い
だ
10
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
が
、
美
瑛
の
風
景
を

は
じ
め
と
す
る
、
四
季
折
々

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
３
月
29
日
（
火
）
～
４
月
10
日
（
日
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
92-

７
０
０
０　

風
し
ん
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
費
用
助
成

【
風
し
ん
】

対
象
者
／
次
の
①
か
つ
②
～
④
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方

①
接
種
時
、
美
瑛
町
に
住
民
票
の
あ
る
方

②
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
19
歳
以
上

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
妊
娠
を
希
望
し
て

　

い
る
女
性

③
妊
婦
の
配
偶
者

④
そ
の
ほ
か
町
長
が
必
要
と
認
め
た
女
性

助
成
額
／
接
種
費
用
の
８
割
を
限
度
に
助
成

申
請
期
限
／
３
月
31
日
（
木
）

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

対
象
者
／

①
生
後
６
カ
月
か
ら
高
校
生
（
平
成
15
年

　

４
月
２
日
生
ま
れ
）
ま
で
の
方

②
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

※
①
②
の
う
ち
、
町
外
医
療
機
関
で
接
種

　

さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

助
成
額
／
１
回
の
接
種
に
つ
き
、
接
種
費

　

用
か
ら
自
己
負
担
１
２
０
０
円
を
除
い

　

た
額
を
助
成
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

　

方
は
全
額
を
助
成
）

申
請
期
限
／
３
月
31
日
（
木
）

－17－



対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
（
20

　

歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
者
お
よ
び

　

農
林
漁
業
者
と
そ
の
家
族
、
学
生
、
無

　

職
の
人
）
で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
２

　

月
１
日
以
降
の
方

免
除
期
間
／
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
。

　

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

　

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前

　

か
ら
６
カ
月
間
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）　

　

以
上
の
出
産
を
い
い
、
死
産
、
流
産
、

　

早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。

届
出
期
間
／
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

　

ら
可
能
で
、
出
産
後
で
も
届
出
を
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
／

　

・
母
子
健
康
手
帳

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

　
　
　
産
前
産
後
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
に
な
り
ま
す

そ
の
他

軽
自
動
車
な
ど
の
名
義
変
更
、

廃
車
手
続
き
は
３
月
31
日
ま
で
に

税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-
４
２
９
７

　

４
月
１
日
時
点
で
、
軽
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
が
か
か
り
ま
す
。

　

売
買
や
贈
与
、
廃
棄
を
し
た
場
合
は
速

や
か
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

を
し
な
か
っ
た
た
め
に
「
も
う
所
有
し
て

い
な
い
の
に
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
３
月
31
日

（
木
）ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型

特
殊
自
動
車
は
、
一
時
的
に
使
用
し
な
い

こ
と
を
理
由
に
廃
車
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
窓
口
／

・
１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
お

　

よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
を
含

　

む
）
→
役
場
税
務
課

・
１
２
６
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
→
旭
川
地

　

方
自
家
用
自
動
車
協
会
（
旭
川
市
春
光

　

町
10　

☎
51-

１
２
２
１
）

・
軽
自
動
車
→
軽
自
動
車
検
査
協
会
旭
川

　

事
務
所
（
旭
川
市
春
光
町
６
条
５
丁
目

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
左
記
に
記

載
す
る
料
金
な
ど
を
北
洋
銀
行
窓
口
で
納

付
す
る
場
合
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
数
料
が
か
か
る
料
金
な
ど
／
町
税
、
水

　

道
料
、
下
水
道
使
用
料
、
町
営
住
宅
使

　

用
料
、
ゴ
ミ
処
理
料
な
ど

手
数
料
／
１
件
に
つ
き
８
０
０
円
（
税
別
）

　

な
お
、
北
海
道
銀
行
、
旭
川
信
用
金

庫
、
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
窓
口
で
納
付
す
る
場
合
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　
　
　
北
洋
銀
行
窓
口
で
の
支
払
い
が
有

料
に
な
り
ま
す

会
計
課

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
９

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
５

　

１-

23　

☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７

　

６
５
）

※
普
通
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
で
、
住
所

　

の
変
更
や
売
買
、
廃
棄
し
た
場
合
は
、

　

旭
川
運
輸
局
（
旭
川
市
春
光
町
10　

☎

　

０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
３
）
で
の

　

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ

ろ
旅
（
２
０
２
２
春
の
旅
）」
の

お
手
紙
募
集

商
工
観
光
交
流
課
交
流
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
２
１

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
、
視
聴
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
を
自

転
車
で
訪
れ
紹
介
す
る
番
組
で
す
。

　

２
０
２
２
春
の
旅
は
、
和
歌
山
県
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
北
海
道
を
目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
思
い
出
の
風
景
な
ど
「
こ

こ
ろ
の
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
／
５
月
30
日
（
月
）
必
着

応
募
方
法
／
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
、

　

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
や
風
景
、

　

場
所
や
風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

を
記
載
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た

　

は
封
書
に
て
お
送
り
く
だ

　

さ
い
。

応
募
先
／
〒
１
５
０-

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
宛

問
合
せ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
５
７
０-

０
６
６-

０
６
６
）

　
　
　
び
え
い
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
'22 
の

開
催
中
止
に
つ
い
て

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
１
４
１

　

３
月
６
日(

日)

に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
び
え
い
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
'22 
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
を
決
定
し
ま
し

た
。

暮らしのお知らせ

－18－



短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

恙
な
く
過
ご
せ
る
日
々
を
大
切
に
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
老
い
の
幸
せ

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

ス
ー
パ
ー
は
一
足
早
く
春
の
色
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ　

ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う

南
町
一　

  　

 

田
中　

幸
穂

娘
等
と
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
白
熱
す
孫
も
駆
け
引
き
大
人
に
劣
ら
ず

旭
町
三 

 　

 

　

守
谷　

忠
弘

名
残
雪
長
き
睫
に
影
残
し
振
り
向
く
こ
と
な
し
心
の
女ひ

と

よ本
町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

娘こ

の
手
帳
に
書
き
留
め
ら
れ
し
「
八
大
人
覚
」
我
が
届
け
た
る
本
の
中
に
あ
り

新
星
第
三　

   

下
平　

公
枝

長
生
き
の
願
望
さ
ら
に
無
け
れ
ど
も
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
並
ぶ

旭
第
四　
　

 

　

谷
口　

健
三

よ
じ
れ
て
る
生
命
線
吹
雪
く
夜 

　

  
 

　
　
　
　
　

 

幸
町
二　

 

　
　

浜
田　

恵
子

春
浅
き
目
に
は
見
え
ね
ど
風
の
香
よ　
　
　
　
　
　

 

丸
山
一　

 

　
　

髙
木　

瑛
峰

秘
め
ご
と
の
ひ
と
つ
も
無
き
て
春
手
袋　
　
　
　
　

 

旭
町
二　
　

   

鎌
田　

光
春

片
方
を
何
処
か
に
忘
れ
春
手
袋　
　
　

  　
　
　
　

 

水
沢
春
日
台　

 

舟
山　

初
枝

春
手
袋
迷
わ
ず
選
ぶ
萌
黄
色　
　

 　
　
　
　
　
　

 
 

大
町
二　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

道
化
師
の
大
空
つ
か
む
春
手
袋　
　
　
　
　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　
　

 

中
村
ゆ
き
え

山
眠
る
昔
話
に
夜
も
更
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
稜
第
一　
　

 

三
浦
ひ
か
り

戸籍の窓
      令和４年１月１日から

    　令和４年１月31日までの届出分

人の動き

　　 　　4,758世帯　（+ 3）

   男　　4,517　人　（+ 1）

   女　　5,118　人　（- 2）

　合計　 9,635　人　（- 1）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

髙澤　瀬
せ い

衣　 男　 花園１丁目

坂田　椰
や え

笑   女　 字置杵牛中央

通　　璃
り と

虎　 男　 北町１丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

菅野　和枝　 77　 字瑠辺蘂第４

川越　千代　 94   西町４丁目 

大井　淳雄　 84   字旭中央

小野寺盛正　 92　 南町１丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　　　令和３年12月１日～31日

▼発　　生　   3件（ 17件）【  9件】

▼死　　亡　   0人（　2人）【　0人】

　負 傷 者　   5人（ 20人）【 10人】

（ ）は令和３年１月～12月末までの累計

【 】は令和２年１月～12月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和４年１月１日～１月31日

▽火災　　　0件（　1件）

▽救急　　 37件（ 50件）

▽救助　　　2件（　1件）

（ ）は前年同期間の件数

【問合せ】　文化スポーツ課　☎92-4141

令和３年度令和３年度

【開催日】 ３月５日（土）～ 7 日（月）

丘のまち作品展丘のまち作品展

　公民館では、町民の皆さんが日頃のサークル活動や趣味で制作さ

れた絵画・陶芸・書道・手芸などの作品を一堂に展示します。

　力作揃いの多彩な作品をぜひご鑑賞ください。

【時　間】 午前９時～午後８時
（7 日のみ午後 2 時まで）

【会　場】 町民センター３階大会議室



　通常、現金をチャージした場合のプレミア

ムポイントは１％ですが、５％のプレミアム

ポイントがもらえるキャンペーンを開催しま

す。

　この機会に、Ｂｅコインをチャージして、

お得にお買い物をしませんか？

Ｂｅコイン
プレミアムポイント

５

最大2,000ポイントお得！

50,000 円分チャージした場合

【通常】
50,000 円×１％＝ 500ポイント

【キャンペーン期間中】
50,000 円×５％＝ 2,500 ポイント

【チャージ会場】
　・町民センター　・役場会計課

　　午前８時 30 分～午後５時 15 分（平日のみ）

　・ホテルラヴニール

　　午前８時 30 分～午後７時（土日も対応）

令
和
四
年
三
月
一
日
発
行
／（
〒
０
７
１
‐
０
２
９
２
）北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
四
丁
目
六
番
一
号

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
４
５

印
刷
・
㈱
須
田
製
版　

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【使用期限】　チャージした日から 1 年間

【店舗制限】　なし（大型店舗でも使えます）

【限度額】　    50,000 円

第二弾 

倍キャンペーン！

START
３/５

３/11

問合せ：商工観光交流課　☎ 92-4321

通常チャージの残高が残っている場合は、50,000 円から

残高を差し引いた額が限度額になります。

例：残高が 45,000 円の場合→チャージ限度額　5,000 円

（土）

（金）

Ｂｅコインについて詳しくはこちら


